
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月１日発行 第６号 

多摩市聖ヶ丘

電 話 

発行者 校 長  丹野 哲也 

東京都立多摩桜の丘学園学校だより 

 

仲間や地域とのつながりを大切に          副校長  髙橋 麻由美 

今日から２学期です。引き続き、暑さと感染症の対策をしながら、日々の健康チェックをし

っかり行い、体調を整えてまいりましょう。さて、夏季休業中のⅠ部門に係る活動を紹介しま

す。パラスポーツ部の生徒が、第３回ボッチャユニバーサルボウル東京大会に出場しました。

仲間と力を合わせて競技を行い、見事準優勝に輝きました。他校の選手と会話を楽しむなど交

流を深めました。島田分教室では教室開放を行い、島田療育センターの利用者の方々が病棟ス

タッフの方と一緒に来室し、ボッチャを楽しみました。昨年までのような制限 

がなくなったことで、交流の輪をより広げることができました。 

2学期も、仲間や地域とのつながりを大切にしながら、児童・生徒の力がより 

発揮できるように工夫し、様々な活動に取り組んでまいります。 

 

 

進路実現に向けて                 副校長  宮原 興龍 

 長い夏休みが終わり、いかがお過ごしですか。私も４月に着任し、怒涛の如く夏休みまで過

ごしてきたように思います。学校では子供たちと夏休みを振り返り、それぞれの成長を確認

し、認め、褒め、励ますとともに、次のステップへ向けて目標を立てていきます。 

 さて、Ⅱ部門高等部の２学期は様々な行事等が計画されております。修学旅行やさくら祭、

校外学習等と盛りだくさんです。また、進路行事もたくさんございます。３年生はいよいよ進

路実現に向けての現場実習が実施されます。自分に合った就労先を一緒に見つけていければと

思います。２年生においても自分に合った職種等を見つけるための、現場実習が行われます。

１年生は３学期の職場体験に向けて様々な準備を行っていきます。それぞれの学年で、学校生

活が悔いのないよう一日一日を大切にして過ごしていってください。 

 

 

 

 

 

心身の体調管理について              副校長  鷹野 泰男 

今年の夏は記録的な暑さの連続で、熱中症事故が全国各地で報道されました。また、各地に

おいて、自然災害等で大きな被害を受けたことは記憶に新しいと思います。本校においても、1

学期当初から「暑さ指数測定器」を校内 3か所に設置し、校外へ出る際の安全の目安にしたり、

こまめな水分補給と休憩をしたりするようにしてきました。登校時の健康チェックはもちろん

ですが、在学中の健康観察を常に行い、無理をしない教育活動を進めてきました。 

2学期が始まりましたが、この先も平年よりも気温は高くなり、まだまだ暑い日が続く見込み

です。長期の休業日明けの時期は、子供たちが暑さや運動等に体が慣れていない場合がありま

すので、体調管理を第一に優先させながら教育活動を進めてまいります。 

今学期も、よろしくお願いいたします。 

 

 


